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【目的】精神神 経症 状 を含 めた 更年 期障害へ の，加味 逍遥散投 与 とHRT の効果 を症状評価ス ケー
ル の ス コ ア，お よび症状の推移か ら比較する

こ と．【方法1各施設で 更年期障害と診断され，治療を希望 し，プ ロ トコ ール に 従っ て 観察し得た 82例を解析 した．イ ン フ t 一ム ドコ ン セ ン ト
の もと無作為 に加味逍遥散投与 （KSS）群 （29例），　 HRT 投与 （HRT）群 （24例），　 KSS ＋ HRT （併用）群 〔29例）に分け，自己評価式抑う
つ 性 尺度 （SDS），ハ ミル トン 不安ス ケール （HAS ），ピ ッ ツバ ーグ睡 眠質問表 （PSQD お よ び更年期症状評価表 （日本産科婦人科学会作成）で

症状を評価 した，SDS，　 HAS，　 PSQI は投与前 4，8週後の ス コ ア総点の 推移を群間，群内で比較した．更年期症状評価表は 21項目の 症状の

投与 4，8 週時の 推移 と改善度を各薬剤問で 比較検討した．【成績】SDS，　HAS ，　 PSQIの 各ス コ ア の 群間比較で はどの 観察時点で も有意差 を認

めなか っ た．それ ぞれの群内比較で は，KSS，　HRT 群 ともSDS で投与4週後に有意 な改善を認め た．3群 ともHAS で は投与 4週後よ り有意

な改善を認め た．PSQIで は HRT 群 で 4週後 には有 意な改善を認め，　 KSS ，併用群 で は 8週後に有意な改善を認め た，更年期症状評価表で投

与前に有症状で あっ た項目につ い て の 改善度評価で，KSS 群で は，寝付きの 悪さ，イライラ感，めまい ，動悸，乎足の しびれ に，　HRT 群で は

血 管運動神経症状を主休 に 中途覚醒，気分障害，動悸，肩 ・首の こ りに有意な改善効果を認めた．【結論】更年期の 精神神経症状に関し，ス ケー

ル を用い た評価で は KSS，　 HRT ともに同様な効果が 認め られた．個々の 症状 に対 しては薬剤効果が異なる可能性が示唆された，
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